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ハンドル持ったら　脱宣言！
　　携帯・メール・酒・脇見！

つい一杯　鈍る判断　待つ地獄せまい道
　　大きく広げる　ゆずりあい

考えを　行動にして無災害許すまい　過労運転　過積載
　あしたの笑顔がみんなの願い

健康で
　快適職場が　わが社の自慢
　　　必ず受けます　健康診断

油断せず
　　いつも心に　初心者マーク

運転で
　わかるあなたの　人となり

赤信号　老人　子供　白い杖信頼と笑顔をつくる　無災害無事故の決意
「今から」「ここから」「自分から」

自分の健康　自分で管理
　　　必ず受けよう　健康診断

その駐車
　　あなた以外が　困ってる

オレオレと
　走らずいつでも　ゆずりあい

運転が　示すあなたの　お人柄今一度
　この目　この手で　安全確認

交通労災ゼロは
　できます　やります
　　　　　　　　　つづけます

健康が
　我が社の誇りと力です
　　　　必ず受けます健康診断

やってますか健康診断
　　　活かしてますか診断結果

出発を
　　早めて　ゆとりのある運転

飛ばす無茶
　追い越す無理が　起こす事故

人ごとと　思うな
　　　　　　　今朝の社会欄

詰めるほど
　　　　危険が迫る　車間距離

わが社の安全方針

安全方針に基づく目標

目　　標 結　　果 目標達成状況
人身事故　　　件

物損事故　　　件

交通違反　　　件

今月　　　件　

今月　　　件　

今月　　　件　

□ 達成　□ 未達成

□ 達成　□ 未達成

□ 達成　□ 未達成

わが社の輸送安全に関する目標の達成状況／事故統計

「安全」は、すべてに優先する

事故０件
作製：一般社団法人 京都府トラック協会
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先勝 友引

今一度　車の点検　心の準備ひろげよう
　　職場に人の和　無事故の輪

つい一杯
そこまでだからが　まねく事故

魅力ある
　　　職場の誇り　ゼロ災害

30

今一度
　　　なれた仕事を　見直そう

今 月 の
点 呼

交通安全重点目標

点呼の実施

Plan（計画） Do（実施）

Act（改善） Check（評価）

（2022年２月）月間 P.D.C.A サイクル

2.「新たな日常」における対応
　新型コロナウイルス感染症の感染が収まらないなか、
トラックドライバーはエッセンシャルワーカーとして
人々の生活を支えていかなければなりません。「トラッ
クにおける新型コロナウイルス感染症対策ガイドライ
ン」に基づき、荷役等におけるマスクや手袋の着用等の
取組みを徹底してください。

トラックにおける総合安全プラン2025

・2月の安全運転重点項目

・2月の重点運行管理

・冬道走行の安全確保・冬道走行の安全確保
・追突事故を防止する・追突事故を防止する

対面点呼の確実な実施と記録の１年間の保存対面点呼の確実な実施と記録の１年間の保存対面点呼の確実な実施と記録の１年間の保存

・2月の反省点
・うまくいった要因・うまくいった要因

・うまくいかなかった要因・うまくいかなかった要因・次月の計画に向かっての改善点・次月の計画に向かっての改善点・次月の計画に向かっての改善点

・具体的な取組項目・具体的な取組項目

（次月の計画へ）（次月の計画へ）

（取組に対して）（取組に対して）

2022年2月
●道路の凍結に注意しよう　　●ながらスマホは厳禁です

冬道走行の安全確保 追突事故を防止する

●点呼は、運行上やむを得ない場合を
除き、対面で実施することが基本で
ある。

●点呼には、乗務前点呼、乗務後点呼
及び中間点呼があり、各々その実施
内容が定められている。

①乗務前点呼
・運転者の健康状態、疲労の度合、酒気
帯び（アルコールチェッカーによる確
認）、異常な感情の高ぶり、睡眠不足
等についての確認

・車両の日常点検の実施の有無
　服装を端正に着用しているかの確認
・運転免許証、非常信号用具、業務上必
要な帳票類等、携行品の確認

・休憩時間・場所、積載物、気象、道路
状況等の注意事項の指示

②乗務後点呼
・車両、積載物の異常の有無、乗務記録、運行記録等による運転者の運転状況等の確認
・工事箇所等道路状況に関する最新情報及びヒヤリ・ハット経験の有無等安全情報の確認
・運転者に翌日の勤務を確認させる
・アルコールチェッカーによる確認

ポイント

点呼の確認と指示事項


